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大
規
模
災
害
発
生
時
の
相
互
応
援
協
定

山
梨
県
山
梨
市
と
締
結　平成 20 年４月から平成 21 年３月までの１年間

は現行どおりとなります。
　現行の窓口負担は下記のとおりです。
■「一般」の方…１割負担
■「現役なみ（一定以上）所得者」…３割負担
※後期高齢者医療制度に加入される方（一定の障
害がある方）は除きます。

日
に
山
梨
市
役
所
で
大
規
模
災

害
発
生
時
に
お
け
る
山
梨
市
・

飯
山
市
相
互
応
援
に
関
す
る
協

定
を
山
梨
県
山
梨
市
と
締
結
し

ま
し
た
。

　

今
年
の
７
月
に
中
村
照

人
山
梨
市
長
を
は
じ
め
関

係
者
が
、
飯
山
市
の
森
林

セ
ラ
ピ
ー
の
取
り
組
み
の

視
察
の
た
め
飯
山
を
訪
問

し
た
わ
ず
か
５
日
後
に
、

中
越
沖
地
震
で
飯
山
が
被

災
。
そ
の
際
、
山
梨
市
役

所
の
皆
さ
ん
に
お
見
舞
い

を
持
っ
て
駆
け
つ
け
て
い

た
だ
い
た
こ
と
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
９
月
に
は
飯

山
市
か
ら
協
定
の
締
結
を

申
し
入
れ
、
締
結
に
向
け

た
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。

　

11
月
15
日
、
新
潟
県
十
日
町

市
で
千
曲
川
・
信
濃
川
直
轄
河

川
編
入
連
絡
協
議
会
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会

は
、
県
管
理
区
間
の
飯
山
市
か

ら
十
日
町
市
ま
で
の
約
40
キ
ロ

メ
ー
ト
ル

を
、国
直
轄

管
理
区
間

に
編
入
す
る

こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、

飯
山
市
の

ほ
か
野
沢

「
千
曲
川
・
信
濃
川
直
轄
河
川
編
入
連
絡
協
議
会
総
会
」開
催

千
曲
川
県
管
理
区
間
の
国
直
轄
化
を
目
指
し
て

温
泉
村
、
栄
村
、
津
南
町
、
十

日
町
市
で
構
成
さ
れ
てい
ま
す
。

　

危
険
箇
所
の
視
察
の
後
に
行

わ
れ
た
総
会
に
は
、
天
野
信
濃

川
河
川
事
務
所
長
・
松
原
千
曲

川
河
川
事
務
所
長
な
ど
国
関

係
者
も
出
席
し
、
総
会
の
最
後

に
は
県
管
理
区
間
の
国
直
轄
化

へ
の
提
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
11
月
19
日
に
は
北
陸

地
方
整
備
局
管
内
の
各
期
成

同
盟
会
を
代
表
し
、
石
田
市
長

が
国
の
関
係
機
関
等
へ
の
中
央

陳
情
を
行
い
ま
し
た
。

　

飯
山
市
は
平
成
９
年
に
富
山

県
魚
津
市
と
災
害
時
相
互
応

援
協
定
を
締
結
。
山
梨
市
も
他

の
自
治
体
と
同
様
の
協
定
を
結

ん
で
い
ま
す
が
、
近
年
頻
発
す

る
地
震
災
害
に
備
え
、
震
源
域

の
異
な
る
自
治
体
と
の
協
定
が

必
要
と
し
て
、
今
回
の
協
定
締

結
と
な
り
ま
し
た
。

　

協
定
で
は
災
害
発
生
時
の
応

援
実
施
に
つ
い
て
、
被
災
市
の

応
援
要
請
を
受
け
た
と
き
の
ほ

高齢者医療制度の見直しが進められています
被用者保険の被扶養者が移行する
後期高齢者医療制度の保険料について

　平成 20 年４月から９月までの６ヶ月間は無料とな
ります。平成 20 年10月から平成 21年３月までの６ヶ
月間は保険料額の均等割額が９割軽減されます。
■対象となる方
　後期高齢者医療制度に加入する直前に各社会保
険等の被扶養者であった75歳以上の方。
（一定の障害がある方は65歳以上）
※各社会保険等とは、いわゆる「サラリーマン」の
健康保険となりますので、国民健康保険は該当し
ません。

70 歳～ 74 歳の方の窓口負担について

　日本列島のほぼ真ん中にある山梨県の北東
部、埼玉県と長野県の県境に位置している面
積289.87㎢、人口約3万9000人の市。
　市の中心を流れる笛吹川の清流がつくり出
す豊かな土壌を活用した果樹栽培が盛んで、
桃やぶどうをはじめとした果物が年間を通じ収
穫されている。

山梨市

飯山市
山 梨 市

○食糧・飲料水・生活必需品並びにその供給
に必要な資機材の提供
○救援及び救助活動に必要な車両等の提供
○被災者等の救出・医療・防疫・施設の応急
復旧等に必要な資機材及び物資の提供
○被災者等を一時受け入れるための施設の提供
○救助・応急復旧に必要な職員の派遣
○その他、被災市が必要と求めるもの

災害発生時の応援の種類

か
、
緊
急
に
応
援
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
時
は
自

主
的
判
断
に
よ
り
応
援
を
行
う

こ
と
も
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
互
い
の
交
流
を
積
極

的
に
行
う
こ
と
で
地
勢
理
解
を

図
る
こ
と
も
協
定
に
記
載
さ
れ

て
お
り
、
調
印
式
で
石
田
市
長

は
「
中
越
沖
地
震
の
際
に
は
、

山
梨
市
の
皆
さ
ん
か
ら
お
見
舞

い
を
い
た
だ
き
感
動
を
し
た
。

今
後
も
人
と
人
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
友
好
を
深
め
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
こ
れ
に
対
し
中
村

山
梨
市
長
は
「
飯
山
市
と
は
上

杉
氏
・
武
田
氏
の
頃
か
ら
の
歴

史
的
な
縁
も
あ
る
。
協
定
締
結

を
き
っ
か
け
に
、
災
害
は
も
と

よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
促
進
を

し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　

今
回
の
協
定
締
結
を
通
じ
、

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が
活
発
に
行

わ
れ
、
両
市
の
発
展
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
発
生
時
の
応
援

体
制
を
作
り
、
万
が
一
の
時
に

も
応
急
対
策
を
円
滑
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
11
月
29

協
定
書
を
取
り
交
わ
し
握
手
す
る
中
村
照
人
山
梨

市
長
（
左
）
と
石
田
市
長
。

埼玉県

群馬県
富山県

岐阜県

山梨県

　

市
長
の
諮
問
を
受
け
、
飯
山

市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

策
定
委
員
会（
田
中
清
見
会
長
）

が
策
定
に
向
け
協
議
を
行
っ
て

い
た「
飯
山
市
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く

り
条
例
」

の
案
が
ま

と
ま
り
、

11
月
22

日
、
市
役

所
で
田
中

会
長
か
ら

「
飯
山
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
条
例
」
案
を
答
申

市
民
の
手
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
た
条
例
案
を
市
長
へ
答
申

石
田
市
長
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
公
募
委
員
や
市

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
な
ど

18
名
で
構
成
さ
れ
、３
月
か
ら
条

例
案
の
内
容
に
つい
て
協
議
。
途

中
10
月
に
は
、
素
案
に
つい
て
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
公
募

し
、
寄
せ
ら
れ
た
内
容
に
つい
て

再
検
討
す
る
な
ど
し
な
が
ら
、

市
民
の
皆
さ
ん
自
ら
の
手
に
よ

り
条
例
案
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
案
は
、
市
議
会
12

月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
、
審
議
・

議
決
を
経
て
今
年
度
中
に
施
行

の
予
定
で
す
。

　お問い合わせ
　　市役所市民課国保年金係
　　☎62－３１１１　内線154

　

農
業
・
農
村
生
活
の
充
実
と

開
発
に
優
れ
た
活
動
の
実
績
を

持
ち
、
男
女
共
同
参
画
推
進
の

た
め
の
活
動
を
表
彰
す
る
「
平

成
19
年
度
農
村
女
性
き
ら
め
き

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
地
域
活
動
の

部
で
、
飯
山
食
文
化
の
会
の
皆

さ
ん
の
取
り
組
み
が
見
事
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
前
身
で
あ
る
食
の

風
土
記
編
纂
委
員
会
の
頃
か

ら
「
食
の
風
土
記
」
の
発
行
や
、

現
在
は
保
育
園
や
学
校
な
ど
に

出
向
い
て
の
食
育
活
動
な
ど
、

「
飯
山
食
文
化
の
会
」の
皆
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞

県
な
ど
が
実
施
す
る
平
成
19
年
度
農
村
女
性
き
ら
め
き
コ
ン
ク
ー
ル

ふ
る
さ
と
の

味
を
未
来
に

つ
な
ぐ
た
め

の
取
り
組
み

を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

12
月
５
日

に
市
役
所
へ

受
賞
の
報
告
に
訪
れ
た
同
会
の

坂
原
シ
モ
会
長
は
、
地
元
農
産

物
を
使
っ
た
料
理
や
郷
土
食
を

提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
開
業
な

ど
今
後
の
活
動
の
目
標
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　長野県内のテレビ放送事業者では、2011年7月の
アナログ放送終了に向けて、地上デジタル中継局の整
備を進めており、飯山局（鷹落山）のデジタル放送中
継局が12月に開局しました。
　地上デジタル放送受信機をお持ちの方は、ぜひ、鮮
明で高画質の地上デジタル放送をご覧いただきますよ
うご案内いたします。

㊨
石
田
市
長
に
答
申
す
る
田
中
会
長

（
左
）、大
日
方
副
会
長（
中
）、坂
原
委
員
。

地上デジタル放送中継局　飯山局が開局しました


